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9) サル胎盤性オキシ71ナナ～ゼに関する研究

林 益治,大鳥 桁
的53回日本生理学会 (1976)

10)ニホソザル大脳アミノアシル7't)ルアミ〆-ゼのfrl
封と性Tf

林 基治,大島 河

約49回日本生化学学会 (1976)

ll)生殖生理研究モデルとしてのニホソザルの意義

麻生武志,大島 清,松林清明

第75回日本不妊学会関西支部集談会 (1976)

生化学研究部門

ノ高橋飽治 ･竹中 修

JTt･山 節 ･中村 仲

伐開一雄1)

研 究 概 要

1) 琵自Trおよび群系の榊造,機臆.退化に関する基礎

的研究
古 橋 健 治

禿白質および酵累の榊辺と機能およびその相関性と分

子進化に関する比較生化学的基礎研究を酸性プロテアー

ゼ,I)ポヌクレアーゼを含む放校の罰白T!について船続

している｡メ ソ/くク巽中のアルギニ ン残基の特只的化学

倍飾およびアミノ基の新しい可逆的化学捗姉に関する益

田研究と応用を進めた｡また.酵素の不溶化誹177体の調

劫を1)ポヌクレアーゼTlについて試み,安建な訪印体

を得,その性状を調べた｡

2) 盟長期ドーパ ミ./p-水酸化古宇累の性状と動恐

古 橋 飽 治

前年度にひき続き,各私設長類血中の本酵素活性の挽

索を進めた2)｡

3) 霊長期の解諺酵素の精製と性質

浅岡一雄 ･高橋健治

霊長類の解毒酵素の性状と特性に関する研究を続行し

ている｡アカゲザル肝臓より得たグルタチオンS-ア1)

ル転移酵素について,それの榊成する2個のサブユニ･/

トが同一であることを支持する知見を得た｡また.化学

捗飾法による活性部位残基の枚索を進め.アルギニ ン残

益の誼賓性を示唆する知見を1W=｡概々の韮矧 こ対する

5校のアイソザイムの韮TI特只性を調べ,相互に同一で

はないが鬼性的には類似しており.ネズミの場合よりむ

しろヒトの場合に近いことを示した｡また,AF-2を含

むニT.ロ化合物に対する活性炊穿;を進めた｡

1) 教務職員

2) 永津俊治ら (東工大 ･生命科学)との協同研究｡

4) 盟長類の組織中の蛋白質分解酵素の性状の研究

十川和博l)･高橋健治

丑F{現の各種組織中の蛋白分解酵素の性状に関する研

兜を統行した｡ニホソザル肝臓中に見出した新しいタイ

プの中性プロテアーゼの諾性状の解明を進めるととも

に,比較の 目的でネズミ肝臓についても本酵素を検索

し,その存在を明らかにした｡また,超遠心分国法によ

りその細胞内分布を検索するとともに,性状の解明を進

めた｡さらに,袋光性試燕を用いる,組織微量中性プロ

テア-Itfの高感度かつ仰班な活性訊rJ定法を開発し,その

応用を試みた｡

5) 霊長類の組紋酸性プロテ7-･tfの柄一列と性質

凍山昭彦2)･高橋鰹治

霊長類の各位組柁中の酸性プロテアーゼに関する研究

を紀行した｡ニホ'/ザル抑 こ兄山した新しいタイプの酸

性プロテアーゼのfJ7刑と性状の解明を3Z!に進めた｡本酸

性プロテアーゼは.Macaca屈おJ:び周辺のj.LLTTt長掛 こは

存在するが,下-3な皿F{刑やネズミなどにほ存在せず,

比較的に進化した詔F<mの肺に特只的に存在する可舵性

がある｡また,肺以外の机椛には現在までのところ見出

されない｡アミノ酸机成制 よ円粘脱のペプシノーゲソC

と酷似しており,分子進化上の閃超が示唆された｡

6) 霊長刑の布地適応に関する研究

竹 中 修

ユチオビア市原にf2犯 するゲラ〆ヒヒ苛広く霊長類の

布地適応を明かにすることを目的とした研究の一項とし

て,ゲラ〆ヒヒ,ドグェラヒヒ,マソトヒヒのヘモグロビ

ンをfrL垂空し,酸宍祝和睦を調べた｡この結果,上記の胴

で酸窮に対する親和性は拓かったが正村 よ伐少であっ

た｡ゲラ〆ヒヒの布地に対する逝応は.赤血球内代謝あ

るいは赤血球数の糊加等のJ:り市次なレベルによると推

測せざるを得ない｡

7) ニホソザル新生児期における血液成分の動態

竹中鬼子3)･竹中 修

4頭のニホンザルについて.挺生後半年に渡って最初

は遇2回,後に辺1回採血し.ヘモグロビンは等電点ゲ

ル筒先泳動法に.tり胎児塑ヘ モグロビン2種 の減少

と成体型ヘモグロビンの増加について定量的に調べた｡

また,血妹タン/{ク矧こついてはリボプロテイソ,ハブ

トグ古ブリソryについてディスク電気泳動法により各成

分の変化を調べた｡

8) ニホソザル異常ヘモグロビンの構造決定

竹中 修 ･中村 伸 ･高橋飽治

伊豆半島波勝崎および湯河原の群れに発見されたニホ

ソザルの異常へモグロピソについて,置換したアミノ酸

1) 大学院生

2) 大学院生
3) 研 修 員
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を調べた｡まず異常へモグロピソを精兜後,a鏡とP鎖

に分散し,電気泳動法,フイソガ～ブ1)ソT･法で検討し

た結果,β鎖でアミノ酸置換が生じていることが判明

した｡P鎖の日)プシソ消化物をカラムクロマT･グラフ

法とべ-バークロマT.グラフ法によりそれぞれのペプ

チドに分放し,それらのアミノ酸組成分析からβ鎖のア

ミノ末端からg3番目のダリシソ (通常のニホソザル)が

システインに置換していることが判明した｡この異常へ

モグロピソをHblzu(Macaca)β83(EF7)Cysと命

名した｡

9) 霊長茄のペプシノー〆ソ,ペプシンの精製と,構造

及び横能に関する研究

景山 節 ･高橋侍治

胃粘膜からのペプシノーゲソの精妙 よこホソザルで確

立された｡本年度は,糖を含むペプシノーゲソについ

て,糖ペプチドを分弧 相知し,坊組成並びにペプチド

部分のアミノ酸配列航序を決定した｡糖鎖はペプチド鎖

中の唯 1ヶ所でアスパラギン浅基と結合しており,フコ

-スが多い特故的な組成を有し,血液型物質と類似して

いることが知られた｡また,鐙属間の比較のため,カニ

クイザルよりペプシノーゲンの精出を行ない,電気泳動

法,アミノ酸分析などにより性質を検討した｡これらの

ペプシノー〆ソとこホソザルのそれとの間にはわずかな

がら遼いが見られた｡ニホンザルを中心にした構造解析

の研究を続行中である｡

10)酸性プロテアーゼの活性部位の比較生化学的研究

中村 仲･高橋飽治

酸性プロテアーゼの活性部位の性状の比較生化学的研

究の一環として,RhizoPuschincnsI'Sの酸性プロテア

ーゼの活性部位カルボキシル基を親和性標識試薬1,2-エ

ポキシ-31ひ-ニt.ロフ占ノキシ)プロ/tソで標識し,

標識ペプチドを単離してそのアミノ酸配列を決定した｡

この結果,アスパラギン酸残基が特異的に修飾されてお

り,その必須アスパラギソ酸残基近傍のアミノ酸配列

は,ブタペプシンおよびコウシレソニソの場合と相同性

が極めて高いことが判明した｡

ll)霊長類フイブ1)ノー〆ソおよびフイブI)ノペプチド

に関する比較生化学的研究

中村 仲･竹中 捗･古橋飽治

霊長茄の塩の分肢,進化を分子レベルで明らかにする

目的で,各塩サルの血投よりフイブ1)ノーゲソを柄封

し,ヒt･フイブ1)ノー〆ソに対する抗原性を調べ,その

磁間差異を定立比較することにより,塩の近縁関係を推

定する｡また,フイブリノペプチドについて,そのアミ

ノ酸配列順序を決定し,超間で検出されるアミノ酸置換

を指標にして,その分子進化の様相を解析するととも

に,租の分肢年代を推定する,現在,原猿類 (ワオキツ

ネザ/レ,オオギャラゴ),其猿類 (ニホソザJt,, マ･/I

ヒヒ),類人猿 (チソバソジー)について上述の研究を

進めている｡

12)血液故国出柄に関する比較生化学的基斑研究1)

中村 仲 ･高橋飽治

霊長類を含む高等哨乳動物の血液故国因子と挟団粒柄

について,各種動物の場合と対比し.その知見に基づい

て生物進化の様相を解析する目的で,現在,節足動物カ

ブT･ガこの次回因子に関する基礎的研究を進めている｡

カブトガニのゲル前駆体メ ソバク質(coagulogen)のゲ

ルイと機作は,高等動物フイブ.)ノー〆ソのそれと同一で

あった｡また,そのN末端部分および蔽固酵素で限定分

解される部位のアミノ酸配列は,霊長規フイブ1)/-ゲ

ソのそれらと相同配列を示した｡さらに.凝固酵素の基

質特異性と各種阻宇剤に対する挙動は.荷等動物の凝固

因子FactorXaと酷似していた｡このような霊長類を含

む高等噛乳動物との著しい筑似は,故国系の進化の道筋

を考察する上で重安な知見と考えられる｡
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Commun.,74,789-795.
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101111021.
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crab(TovhyPZeus.iridentaius)JaP.I.Mod

Sci.BioZ.,30.74-77.

28)Nakamura,S.andK.Takahashi(1977):Amino

acid sequences around 1,2-epoxy-3-(♪･
nitrophenoxy)propane-reactive residues in

RhLZoL)uschinensisacidprotease.Homology
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学 会 発 表

1) 正長別グルタチオンS一転移酵素の多様性と性質

浅岡一雄 ･高橋飽治

日本生化学会第49回大会札幌 (1976)

2) ニホンザル肝臓の中性プロテアーゼの性状

十川和博 ･高橋飽治

日本生化学会茄49回大会札幌 (1976)

3) サルDJh'酸性プロテアーゼの精出と性質

森山昭彦 ･高橋触治

日本生化学会第49回大会札幌 (1976)

4) =ホンザルの桁を含むペプシノーゲン

景山 節 ･高橋佐治

日本生化学会第49回大会札幌 (1976)

5) サル血蛇 ドーパ ミン-p-水酸化酵素活性の年令によ

る変化

加藤 武･生田敬子 ･永搾俊治 ･祐横地治

日本生化学会第49回大会札幌 (1976)

6) BovineplasmafactorXIII:itsmolecular

structureandfunction.

Iwanaga.S.,S.NakamuraandK.Suzuki.The

16thInternationalCongressof Hematology

(Kyoto)(1976).

7) Bovinecold-insolubleglobulin:purification.

propertiesandbiologicalfunction.

Suzki,K.,S.NakamuraandS.Iwanaga.The

･16th International CongressofHematology

(Kyoto)(1976).

8) Fibrinogen ''Mitaka":A hereditary hypo･

dysfibrinogenemia.Muraki,H..Y.Ando,S.

Matsuda,M.Kikuchi,M.Hasegawa,F.Ono,

M.Yamamoto.M.Suzuki,S.Nakamuraand

●S.Iwanaga.The16thInternationalCongress

ofHematology(Kyoto)(1976).

9) カブトガニゲル化反応のメカニズムと精製coag･

ulogenの性質

中村 伸 ･岩永貞昭

丹羽 允 ･原田敏枝

第23回毒素シソポジウム (伊東)(1976)

10)カブトガニの血液凝固因子 (coagulogen)の蛋白

化学的性状およびそのゲル形成反応の分子的機作 ･

中村 仲 ･苗木 尚･岩永月田

丹羽 允 ･高橋睡治

弟㌘回蛋白質構造討論会 (札幌)(1976).

ll)カブT･ガニCOagulogenの一次構造とゲル形成

苗木 尚･中村 仲

岩永貞昭･丹羽 允

笠岡シソポジウム:カブトガニの医学への貢献

(笠岡)く1976)

12)カブトガニの血液祝園系 :エンドトキシン感受性故

国酵素の持出と,その基質特異性

中村 伸 ･森田隆司 ･岩永月田

丹羽 允 ･高橋触治

日本薬学会筋97年会 (東京)(1977)

系 統 研 究 部 門

江原田寺 ･野上裕生

相見満 ･減戸口烈司

研 究 概 要

1) 霊長類各分類群の形質特徴の比較形儲学的 ･系統発

生学的研究

江 原 昭 替

1.頭部支持機構の比較形態学的研究 (継統中)

2. ヒトを含む霊長類下顕角の発達と械臆の形岱学的

分析 (継続中,江原 ･茂尻)

3. ヒトを含む望長罰の爪の組織学的研究 (私統中,

江原･松本 ･Rotbe)

ゲッティンゲン大学に在学している各国の学生,日本

国内で飼育されている各種のサJt,柄,新世界ザルなどの

爪について,メラニン色素顎粒の分布と密度の比較研究

をおこなった｡

2) 熱帯アジアにおけるヤセザル類の形怨学的な系統研

江 原 昭 替

1976年7月3日より10月29日まで,おもにメソダウJ.

イ諸島のシブルッT.島において,/J､塑テナガザル,メソ

ダウAイヤセザ/レ,シシノ<.ナザルとブタオザルの形態

学的研究をおこない,東南アジア各地に分布する各分類

群との比較検討をこころみることにより,系統関係の解

明につとめた｡なお,シブル ッTT.島において,上記4超
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